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引
き
続
き
、「
第
４
回
定
例
会
」

が
来
週
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
昨
年

度
決
算
を
踏
ま
え
て
２
０
２
５
年

度
の
予
算
編
成
方
針
な
ど
も
作
ら

れ
、
来
年
度
を
見
越
し
た
議
論
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
を
し
っ

か
り
届
け
て
が
ん
ば
り
ま
す
。 

日
本
共
産
党
市
会
速
報 

「第 4 回定例会」の日程（予定）  

12 月３日（火）の議会運営委員会で日程を正式に決定 

月日 曜日 会議名 

12/6 金 本会議・議会議案提出〆切 

12/9 月 
文教上下水道常任委員会 

民生常任委員会 

12/10 火 総務建設常任委員会 

12/12 木 駅前等再開発特別委員会 

12/17 火 議会運営委員会 

12/19 木 本会議（一般質問） 

12/20 金 本会議（一般質問）・議案採決 

 

民生常任委員会    文教上下水道常任委員会  総務建設常任委員会  総務建設常任委員会（委員長） 

  議会運営委員会    監査委員                     駅前等再開発特別委員会 

              議会だより編集委員会                         都市計画審議会 

                                                                                

 

 

日本共産党提出（１〜４）含め６件の意見書が可決されま

した。１・２は新日本婦人の会から請願が出され、10 月末

に行われた議会運営委員会で請願趣旨の説明などもして訴

えられていたものです。 

11月12日の本会議で可決し、政府や関係行政機関等に、

摂津市議会からの意見書として送付されました。 
 

１．性暴力救援センター・大阪 SACHICO の存続と体制強

化を求める意見書（全員賛成） 

２．「2025 年日本国際博覧会児童・生徒招待事業」のあり

方の再検討を求める意見書（賛成多数・維新のみ反対） 

３．物価高騰に見合う老齢基礎年金等の支給額の引上げを求

める意見書（賛成多数・維新のみ反対） 

４．物価高騰に見合う生活保護基準の引上げ等を求める意見

書（全員賛成） 

５．自動運転移動サービス等の社会実装に向けた環境整備を

求める意見書（全員賛成） 

６，慢性閉塞性肺疾患（COPD）の潜在的な患者に対する適

切な対応を求める意見書の件（全員賛成） 

新
し
い
市
長
の
も
と
で
の
最
初
の
議
会
論
戦
、 

引
き
続
き
「
住
民
が
主
人
公
」の
立
場
で
奮
闘 

６件の意見書を可決 

 

 

☆ 定例会の最後に 

役員改選が行われ、新三役が決まりました。 

議長   三好 義治（民主市民連合） 

副議長  香川 良平（大阪維新の会） 

監査委員 ひろ 豊 （日本共産党） 

摂
津
市
議
会
「
第
３
回
定
例
会
」
が

10
月
25
日
か
ら
11
月
14
日
ま
で
の

会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
議
会
で
は
冒
頭
に
嶋
野
浩
一

朗
新
市
長
の
所
信
表
明
が
述
べ
ら
れ
、

続
い
て
副
市
長
・
教
育
長
の
人
事
を
採

決
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
２
３
年

度
の
決
算
報
告
が
行
わ
れ
、
閉
会
中
の

審
査
が
11
月
19
日
～
26
日
の
間
に

各
委
員
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
11
月
11
日
・
12
日
の
本
会

議
で
は
、
増
永
わ
き
・
安
藤
か
お
る
・

ひ
ろ
豊
の
各
議
員
が
一
般
質
問
に
立

ち
、
新
市
長
の
市
政
運
営
の
方
針
に
つ

い
て
や
、
公
共
交
通
の
問
題
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
汚
染
問
題
、
マ
イ
ナ
保
険
証
、
学
校

給
食
の
無
償
化
、
学
童
保
育
、
生
活
保

護
制
度
、
物
価
高
騰
の
も
と
で
市
民
の

暮
ら
し
を
ど
う
守
り
支
え
る
の
か
な

ど
質
問
し
、
意
見
や
要
望
な
ど
訴
え
ま

し
た
。（
ウ
ラ
面
で
一
部
紹
介
） 



  

増
永
わ
き
議
員 

 

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
汚
染
に
つ
い
て 

問 

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
流
出
防
止
対
策
の
遮
水
壁
工

事
を
ダ
イ
キ
ン
工
業
が
行
っ
て
い
る
。
効
果
、

近
隣
住
民
の
井
戸
の
濃
度
、
敷
地
内
の
情
報
公

開
、
敷
地
外
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。 

答 

生
活
環
境
部
長 

近
隣
井
戸
は
昨
年
２

万
６
千
ng/l
、
今
年
３
万
ng/l
、
効
果
は
い
ず
れ
出

る
。
情
報
公
開
は
促
し
て
い
る
。
敷
地
外
対
策

は
工
事
完
成
を
注
視
す
る
。 

問 

濃
度
上
昇
と
い
う
こ
と
は
遮
水
壁
に
効

果
は
な
い
。
情
報
公
開
も
進
展
な
い
。
敷
地
外

対
策
は
す
ぐ
必
要
だ
。
工
事
完
成
は
い
つ
か
。 

答 

生
活
環
境
部
長 

未
定
。 

問 

安
威
川
以
北
の
水
道
水
を
供
給
す
る
太

中
浄
水
場
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
濃
度
が
上
昇
し
た
が
、

原
因
を
問
う
。 

答 

上
下
水
道
部
長 

井
戸
１
本
を
休
止
中
。

原
因
究
明
は
難
し
い
。 

問 

近
く
の
ガ
ラ
ン
ド
水
路
が
原
因
で
は
な

い
か
。
下
水
処
理
施
設
か
ら
安
威
川
へ
放
流
さ

れ
る
処
理
水
か
ら
、
２
０
０
３
年
に
６
万
７
千

ng/l
と
い
う
世
界
的
汚
染
が
発
覚
。
原
因
は
ダ
イ

キ
ン
工
業
の
下
水
だ
。
同
じ
処
理
水
が
長
年
ガ

ラ
ン
ド
水
路
に
流
さ
れ
て
き
た
。
調
査
す
べ
き

で
は
な
い
か
。 

答 

上
下
水
道
部
長 

下
水
道
法
に
規
定
な

い
の
で
調
査
し
な
い
。 

問 

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
は
こ
ど
も
に
影
響
強
い
。
保
護

者
か
ら
「
給
食
室
に
浄
水
器
を
」
と
要
望
。
設

置
ど
う
か
。 

答 

教
育
総
務
部
長 

暫
定
目
標
値
を
下
回

っ
て
い
る
の
で
安
全
。 

 

増
永
議
員
の
そ
の
他
の
質
問
項
目 

◎ 

マ
イ
ナ
保
険
証
一
本
化
で
な
く
現
行

の
保
険
証
を
残
す
こ
と
に
つ
い
て 

◎ 

性
暴
力
救
援
セ
ン
タ
ー
・
大
阪
Ｓ
Ａ

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
存
続
に
つ
い
て 

11
月
11
日
・
12
日
の
本
会
議
で
増
永
議
員
、
安
藤
議
員
、
ひ
ろ
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

安
藤
か
お
る
議
員 

 

新
市
長
の
「
市
政
運
営
の
方
針
」
に 

つ
い
て 

問 

市
長
が
所
信
表
明
で
述
べ
た
「
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
問

う
。 

答 

市
長 

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
と
は
、

身
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
に
良
好
な
状
態
を

指
し
、
単
な
る
病
気
や
貧
困
の
回
避
に
留
ま
ら

な
い
幸
福
感
や
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
す

概
念
。
こ
の
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
を
「
市

民
の
持
続
可
能
な
幸
福
」
を
実
現
し
て
い
く
こ

と
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。 

問 

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
市
職
員
体
制
の

強
化
や
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
ケ
ア

を
担
う
専
門
職
の
安
定
雇
用
が
必
要
で
あ
る
。

見
解
を
問
う
。 

答 

市
長 

高
度
な
知
識
や
技
術
が
必
要
と

な
る
専
門
職
の
人
材
確
保
に
お
い
て
、
募
集
対

象
年
齢
の
上
限
拡
充
や
１
年
間
に
複
数
回
の

採
用
試
験
を
行
な
っ
て
い
る
。
１
年
更
新
の
会

計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
報
酬
の
見
直

し
、
勤
勉
手
当
の
導
入
の
ほ
か
、
２
回
ま
で
の

任
用
回
数
制
限
を
撤
廃
し
て
い
く
。 

 

公
共
交
通
の
充
実
に
つ
い
て 

問 

地
域
公
共
交
通
協
議
会
に
お
け
る
市
民

参
加
を
問
う
。 

答 

建
設
部
長 

市
民
参
加
の 

必
要
性
は
認
識
。
本
協
議
会
に 

は
２
名
の
市
民
委
員
が
参
画
し 

て
い
る
。
交
通
事
業
者
中
心
の 

分
科
会
の
協
議
内
容
を
共
有
し
、 

理
解
を
深
め
る
意
見
交
換
会
を 

重
ね
る
こ
と
で
公
共
交
通
利
用 

者
の
目
線
で
意
見
や
ニ
ー
ズ
を 

発
信
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い 

た
だ
い
て
い
る
。 

 

ひ
ろ
豊
議
員 

物
価
高
騰
の
も
と
で
公
共
料
金
等
の

負
担
軽
減
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て 

問 

厳
し
い
物
価
高
が
続
く
中
で
、
と
り
わ
け

低
所
得
者
へ
の
対
策
は
不
十
分
。
市
の
独
自
施

策
を
お
こ
な
う
必
要
性
を
問
う
。 

答 

市
長
公
室
長 

国
に
お
け
る
総
合
的
な

対
策
が
必
要
。
市
と
し
て
は
生
活
に
困
窮
す
る

市
民
に
寄
り
添
う
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ

と
が
肝
要
と
考
え
て
い
る
。 

問 

水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て
当
面
は
先

送
り
に
し
て
い
る
が
、
上
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の

中
間
見
直
し
の
考
え
方
を
問
う
。 

答 

上
下
水
道
部
長 

料
金
改
定
に
つ
い
て

は
値
上
げ
を
す
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
可
能
な

限
り
の
経
営
努
力
を
行
っ
て
い
る
。
老
朽
管
の

更
新
や
耐
震
化
な
ど
の
必
要
な
設
備
投
資
と
、

経
営
の
健
全
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
持
続
可

能
な
財
源
見
通
し
を
試
算
す
る
。 

問 

生
活
保
護
基
準
や
年
金
額
、
賃
金
の
底
上

げ
が
追
い
付
い
て
い
な
い
中
、
当
面
は
市
が
決

め
ら
れ
る
公
共
料
金
等
の
引
き
上
げ
は
避
け

る
べ
き
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。 

答 

市
長 

市
民
生
活
は
厳
し
い
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
一
方
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

コ
ス
ト
も
増
え
て
い
く
中
、
将
来
世
代
に
負
担

を
強
い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
財
政
の
舵
取
り

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
慎
重
に
判
断
し

て
い
き
た
い
。 

 

ひ
ろ
議
員
の
そ
の
他
の
質
問
項
目 

◎ 

学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て 

◎ 

学
童
保
育
事
業
に
つ
い
て 

◎ 

生
活
保
護
制
度
利
用
者
の
現
状
に
つ

い
て 

 


